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Dictationに見られる誤りと英語習得

小 沢 志 朗*

Errors in Dictation and the Acquisition of the English Language

Shiro OZAWA

SomeitemsofbilingualtelevisionnewswereglVentOthesophomoresastexts

fordictationpractice.Andtheerrorsintheirdictationweresortedoutandcare-

fullyanalizedaccordingtothecriterionsoftheMiscueAnalysis.

Theresultindicatesthatthestudentshavecertainweaknessinlisteningtospoken

Englisb,yetmademuchprogressintheirlisteningcomprehensionthroughanumber

ofthepracticesinthreemonths.Oneoftheresultisthatthestudentshavegradually

beguntoceasetoleavedi氏cultvocabulariesasjustblankspaces.

1. は じ め に

近年外国との交流が増大するにつれて,外国語教育特に英語教育の重要性がますます高ま

りつつあり,その教育内容に求められるものも,従来のように単なる受容型から発信型をも

含むものになっている.

英語の4技能を単純に発信型と受容型にわけるとき, ｢話す,召く｣が発信型で ｢読む,

聞く｣が受容型である･しかし,五感の点から考えると, ｢声す,聞く｣と,｢読む,書く｣
とにわけられる.さらに即座の反応が要求され,辞書等の補助具の使用が不可能の場合が多

い観点から考えるとき, ｢話す｣と｢聞く｣は同一次元に位置づけられる.ところが,現在

極立って求められまた教えられてきているのは, ｢会話能力｣のなかでも ｢話す｣面だけで

あるように見える.しかし, ｢話す｣ことは,当然 ｢聞く｣ことが伴わなければならないの

ではないだろうか.つまり相手の言うことを注意深く開いて,理解することなくし七夜 ｢話

す｣ことが成立し得ないのである.

数年前に,筆者は成人学校での英会話の講座を担当した.しかし,学習者が顕著な上達を

示したとは考えられない. ｢聞く｣ことによる英語らしい発想や表現,あるいはレアリアと

呼ばれる文化的知識などの蓄積が乏しく,更に話す内容が貧弱であるにも拘らず ｢話す｣こ

との練習のみが ｢話す｣能力の養成になると考え, ｢開く｣練習を軽視してしまった故であ

,;た.省みるとき,｢聞く｣訓練が ｢話す｣能力を醸成する大きな役割を果たすのではない
かと思われるのである.

英語習得のための聴解訓練に筆者は2つの目標を設定したい.1つは相手の発言を正確に
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聞き取り,理解すること.2つ目は耳からの英語を多く聞くことによって,英語らしい発想

や表現を無意識のうちに体得することである.

本稿は,以上の2つを目標に高専の5年生の英会話の授業に,聞くことを Dictation と

いう形で取り入れ,そこに表れた誤りを分析することにより英語習得について検討しようと

するものである.

2.実 際 の 方 法 と 結 果

テレビの2か国語放送のニュ-スを録画し,そこから英語の音声の部分をカセットテープ

に録音する.その後ニュースの中から適当な部分を取り出し,まず画面を2度はど見せる.

このときの音声はもちろん英語であるが,画面には日本語のスーパーが見出しとして出る.

次に個々の学習者のカセットテープに英語の音声を録音してDictationにはいる.時間は全

部で15分ほどとる.LL装置を利用して授業中に行ったものもあれば,宿題にしたものもあ

る.辞書の使用は許可した.

テレビの2か国語放送のニュ丁スを選んだ理由を列挙しておきたい･関根(1)が指摘してい
るように,(1)ニュース文が会話体であること.(2)ニュース文の単純性-ニュース文では普通

広く用いられている語義の明確な語が用いられ,文構造では単文が多用されること･(3)ニュ

ース文の活力性一読まれるコピーが活力にあふれ,アナウンサーによってさらに生き生きと

したものになる.効果的な語 (一般的単語よりも具体語)が使われ,また受動文より能動文

が圧倒的に多用される.以上の他に(4)ニュースは説明しなくても背景を知っている場合が多

いこと.(5)身近な話題で親近感を持ちやすいこと.(6)視覚に訴えることにより理解がしやす

いこと.(7)英米人や英語を母国語とする人以外の多様な生きた英語に接することができる.

例えばフィリピソ人の英語やフラソスなまりの英語,さらに日本人の英語などを聞くことが

でき,良い訓練になる.

2-1実際の Dictatiomとその誤り､

問題文 1 昭和62年5月2日 (土)夜7時のNHKニュース

AmissiledroppedaccidentallybyanAmerican丘ghterjetinAprilinmoun-

tainsnorthofHiroshimahasbeenfoundandAmericanForcesrecovereditthis

evening.

1これは,ニュース文の最初の見出し文である.まず,この Dictationの誤りについて分析

してみたい.分析の方法は,中畑 ･ベンソン方式による(2). 彼らは誤りの分析を Goodman

にならい MiscueAnalysis と呼び,書取りと音読について分析をしている.筆者が本稿

で援用した誤りの各型を次に挙げる. ( )内は本稿で用いる記号である.

･Substitution(Su)原文の単語や句読点のかわりに,他の単語や句読点を入れて書いた.

･Non･wordsubstitution(NSu)代入はしたが,意味のない文字のつながりを代入した.

･Omission(0)単語や単語の一部,または句読点を書かなかったり,無祝した.

･Insertion(I)余分な単語や単語の一部,句読点を付け加えて書いた.

･Separation(Se)ある単語をいくつかに分けて書いた.

･Misspelling(M)実在する単語として認識できるが,辞書を基準にして判断した場合,

間違った綴りを書いた.
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分析例 : ( )内に分析の型を示す..(以下記号を使用)

Amisail(M)drop(M)accidentry(M)byanAmericanファイル(0)ジェット(0)

inApril(0)mountainsof(Ⅰ)moth(M)ofHirosbimahasbeenfand(M)andthe

(I)Americanforceses(M)recovereded(M) (0)thisevening.

･上記のテキストの Dictation例が18,そのほかに3か月後に行ったものの24例を同様 に

分析した.

問題文 2 昭和62年9月10日 (木)夜7時NHKニュ-ス

Goodevening,thisisthenewsat70'clock.

WideareasoftheJapanesearchipelagoexceptforHokkaidoarebeinghit

bylocalheavyrainandthunderstorms.AcityinKyotoprefecturehadrecord

heavyprecipitationof99millimetersbetween4and50'clockthisafternoon.

分析例 :(方法は前者と同様)

Goodevening.Thisisthenewsatseveno'clock.

Why(Su)dayly(NSu)was(Su)theJapaneseaqperygo(NSu)exsept(M)

forHokkaido(0)been(Su)hitbylooked(Su)heavyrainandsunderstorms

(NSu).AcityinKyotopripecture(NSu)ha°e(M)recordheavyprisepetation

(M)of99millimetersbetween4and50'clockthisafternoon.

2-2 分析の結果

1) 誤りの種杭と誤り語数の平均

O M Su NSu I Se Total (全語数)

5/2 4.56 2.67 1.39 1.17 0.5 0 10.28 26

1対Total% 44 26 14 11 5

9/10 5.58 2.83 5.04 2.42 0.13 0.08 16.1 46

対Total% 35 18 31 15 15 0.7 0.5

2) 各単語に対する誤りの多発例

型の例.単語の後の数は誤りの数.

Amissile(12)

dropped(13)

accidentally(18)

by(1)an(0)American(0)

点ghter(10)jet(7)

in(10)April(12)

in(8)mountains(9)

north(4)of(2)Hiroshima(0).

has(3)been(4)found(3)

and(1)American(3)

Forces(9)

(ち-のように,語のはじめの文字に-の付いたものは0

-は塀似例を含む事を示す.数のない場合は1例のみ.)

:misail(3),method-(4),amissor(2),micile-

(2)

:drop(7),dropt,trap,drag,doroped,droped

:accidentaly(6),accidently~(7),accidentry(2)

;b-

:f-(6),file,丘ducher,fiterjet,faite:j-(7)

:ト(10) :A-(9),tomaple,nepo,aplain

:ト(6),an(2):mountain(5),mountans~(4)

:moth(2),mouth(2) :0-(2)

;h-(2),had :b-(3),bean :丘nd,faund,bomb

:a- :A-(2),america,

:F一(5),forthes,forceis,forceses,airforces(2)
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recovered(13)it(10)

this(2)evening(2)

Good(4)evening(5)

this(3)is(3)the(6)news(5)

at(2)seven(2)o'clock.(2)

Wide(21)

areas(21)

of(9)the(17)Japanese(1)

archipelago(23)

except(16)for(3)

are(24)being(22)hit(5)

by(2)local(22)

heavy(8)rain(6)

and(5)thunderstorms.(22)

A(3)city(2)

in(3)Kyoto(0)

prefecture(13)

had(10)

record(5)heavy(10)

precipitation(24)

of(7)99(3)

millimeters(8)

between(5)

four(8)and(9)丘ve(1)

o'clock(1)

this(2)afternoon(1)
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:r-(3),recover(3),wecovered~(2), :i-(10)-

:ト(2):e-(2)

:G(3) :e-(3),Grenning,evning

ニト(3) :ト(3),start(2),still :t-(6) :n-(5)

:a-(2):S-(2) :0-(2)

:While(6),Why(5),W-(3),Widely(2),Wild(2)

:a-(6),dayas(4),thereis(4),dailly(4)

:0-(9) :t-(17) :at(3) :Japanaise

:a-(10),paragram,occuperial,aqupergo,aqu-

peleger,Oclprigal,aqperygo,okiperika,pala･

glagh,occupy,paragrleSe,apalrOf

:exsept(8),exsep(2),expect(2),e- :i-(3)

:a-(23),have :been(21),be :hip(2),bad(2),
it

:b-(2) :look(9),looked(5),1-(3),record(2),
locul

:hevey(2),bevy(2)∫,heavey,hebi :rainning

(2),lain

:a-(5) :sundertorms(5),sandstorms~(5),san-

dstort,thousandstones,thunderstom,founder,
fundstooms

:A-(3) :C-(1),set :The(9),At(2),And,of

:ト(3)

:prifacture~(6),prefucture~(4),prepecter(2),

p~

;have(5),h一,hard,ha°e

:recorde(2),reacord~(3) :bevy(2),havy(2)

hevey(2),heve(2),heavey,hebi

:preceptation(4),p-(3),preseptation(2),p-tion

(2),prisepetation(2),presentation,presptation

:have(6),0- :199,909,97

:mili(3),minics~(2),manymain,miri,minim-
meeted

:bitween,b-,betoween,bettween,betwin

:for(3),f-(2),whole,fall :a-(6),of :f-

:0-

:t-,tis :a-
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3.･結 果 の 考 察

まず誤りの種叛と誤り数の平均についてであるが,総誤り数は2回ともそれぞれ全語数の

39.6%と,36.5%で,それほど変わらない.問題文も違うので単純な比較は出来ないが9月

の方がやや誤りが少なくなっている'この割合が多いのか少ないのか判らない.しかし,い

くつかの点が注目される.1つは,誤りの型の平均の大きさの順序が5月の時と,9月の時

では違っている点,つまり5月には誤り語数の平均が,多い方からOMSuNSuとなってい

るのに対し,9月にはOSuMNSuとなっている.2つ目には各型の誤りの全体に対する割

合が変化している点である.いま,問題文を考慮の外にすると5月の調査に比べ,9月のも

のは聴解できなかったときには,1) 空欄のままに壱ず,2) 既知の単語を入れて考え,3)

綴りに関しても間違いが少なくなった,と言えよう.

次に,それぞれの問題文で多く見られた誤り･を検討する.まず問題文1の,accidentally

については音としては理解しているが綴りが書けない.hissileは,画面の日本語の ｢ミサ

イル｣に影響された者と,音は捉えても綴 りを知らない者が多い.droppedについては,

規則動詞でしかもさほど難しい単語ではないが正しく綴れない‥基礎力の欠如がうかがわれ

る.負ghterjetとForcesについては,これらの単語を1度は耳にしなければ文字にする

のは相当難しいように思われる.さて,inApril,inmountainsの inが意外にできな

いのは,inAprilでは音の連鎖のため,inmountainsでは機能語 inの音が弱く,被験

者がその昔に慣れていないためであろう.

問題文2について見てみよう.この文については,誤 りの多い単語が際だっている.その

なかで,archipelago,とprecipitationはかなり難しく,音を頼 りに辞書に当っても正解

を得られないかも知れないので,この結果は納得できる.thunderstormsは,難しい単語

のようだが日常的な単語である.語衆力の偏りが想像される.Wideareasでは,音の連鎖

に慣れていないJ問題なのは,arebeinghitと of99millinetersの ofである.are

がはっきりと発音されず,beingがたとえbeenと聞こえたとしても前後の関係,文の主語

述語関係からbeenだけではおかしいと思わなければならない.ofが haveに聞こえたと

してもおなじ理由で正解に到達して欲しいところである.しかしそうできなかったのは,文

法のチェックカ,Krashenの言うMonitoringが不足していたためである.

さて,誤りを消極的な方向から見てきたが,これを積極的な方向から見たらどうであろう

か.つまりこれらの誤りは,正解-の1つのステップであり,訓練と経験を積めば,内窄や

単語の予測ができ,だんだんと誤りが少なくなっていくのではないだろうか.その証拠には,

9月の調査時点の方が,既知の単語を手がかりにしている.ここで検討してきた誤りは,実

にさまざまな形をとるが,何度も何度も聞き直したり推測を重ねるうちに正解に到達するの

である.分らないからといって追求をやめたり,適当な言葉を作り上げて事たれりとしてい

る (つまりNSuや0の塾を実行する)のでは,聴解能力は決して上達しないのである.

個人個人の誤りの総数と誤りの型の割合には何の関係も兄いだせなかった.つまり,ある

型の誤りと誤りの総数が比例しているという,いわば聴解随力の指標になるようなものは得

られなかった.
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4. お わ り に

最初に述べたようにこの聴解訓練は,1) 相手のことを注意深く聞くこと,2) 聞くこと

により英語らしい発想,表現を体得することの2つを目標にしてきたのであるが,実際には

1) の目標に重点がおかれた.従って,精読に対して速読があるように内容を大まかに捉え

る聴解訓練も今後必要であると考える.

Krashenは,彼の Input理論の TheAcquisition･LearningHypothesisの中で,

次のように述べている.

Therearetwoindependentwaysofdevelopingabilityinsecondlanguages:

Àcquisition'isasubconsciousprocessidenticalinallimportantwaystothe

processchildrenutilizeinacquiringtheir丘rstlanguage,whilel̀earning'isa

consciousprocessthatresultsiǹknowingabout'language.(4)

Krashenの言うように,言語それ自体を学習して身に付けるのではなく,言語について

学習するのでは,能力の低い学習者にとって言語習得は不可能であろう.従って,今後は其

の意味での言語習得をめざして,聴解訓練では何が必要かを考えていきたい.

(注)

(I)関根応之 ｢放送英語の特色｣長谷川潔･住友公一縮 『放送英語の利用法』大修館書店1986年 pp.

65-67.(1)から(3)は関根の指摘するものである.

(2)中畑 繁,ジョセフ･ベンソン｢VOASpecialEnglishに MiscueAnalysisを応用して｣前掲

書 pp.148-149.

(3)StephenD.Krashen,TheZn♪uEHyboEhesis:IssuesandZmL)Zicatl'ons,Longman,1985,

p.1.

(4)7bid.,pp.I-2.


